
U N I V E R S I T Y  O F  Y A M A N A S H I  H O S P I T A L 第89号
2024 年 5 月
発　　行

山　梨　大　学
医学部附属病院

は な み ず きは な み ず き
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退任あいさつ

退任あいさつ

前看護部長　村松　陽子

前山梨県地域医療支援センター病院教授　大森　真紀子

　この度、令和6年3月31日

をもちまして退職いたしまし

たのでごあいさつさせてい

ただきます。病院職員の皆

様ならびに関係者の皆様

には、長年多方面で大変

お世話になりありがとうござ

いました。

　特にこの3年間は、看護

部長として病院職員の皆様と共に、新型コロナウイ

ルス感染症対応や病院機能の強化、病院機能評

価受審、看護師特定行為研修指定機関の開始、

能登半島地震支援、電子カルテシステム更新等に

取り組んで参りました。

　その中でも新型コロナウイルス感染症におきまし

ては、患者さんの入院受け入れはもちろんのこと、

入院前PCR検査、ドライブスルーPCR検査、昼夜

を問わない発熱外来、ワクチンの職域接種や3ヶ

　このたび、令和6年3月31

日付で定年退職いたしまし

た。長い間たいへんお世話

になり、どうもありがとうござ

いました。私は、昭和59年

から2年間、山梨県立中央

病院内科で研修医として勤

務した後、昭和61年に本学

の1期生と共に産婦人科学

講座に入局しました。以来、加藤順三教授、星和

彦教授、平田修司教授、吉野修教授と4代の教授

のもとで、産婦人科の4領域(周産期、婦人科腫瘍、

生殖・内分泌、女性ヘルスケア)を勉強し、臨床、

研究、教育に生かすことができました。研究におい

ては、婦人科腫瘍の分野で、人体病理学の先生方、

所の医療強化型宿泊療養所運営等を院内の各部

門と協働し全力で対応してきました。また、新型コ

ロナウイルス感染症対応で医療が逼迫している地

域の病院への支援として、大阪と沖縄へ合計17名

の看護師を派遣しました。これらの活動を通して

山梨大学医学部附属病院全体がひとつのチーム

として機能し、山梨県の地域貢献と国内への貢献

ができたことは、看護スタッフを含むすべての病院

職員皆様の偉業であり、心からの敬意と感謝を申

し上げます。本当にありがとうございました。

　在職中に多くの患者さんと沢山の仲間に出会い、

様 な々経験が積めたことは私の生涯の宝です。こ

こで培った「患者さんの命と仲間の命を守る」こと

を大切にこれからの看護師人生も歩んでいきたい

と思います。

　最後に、山梨大学ならびに山梨大学医学部附属

病院の更なるご発展と、皆様のご健勝とご活躍を

祈念し退職のごあいさつとさせていただきます。

病理部の細胞検査士の方々 のご指導のもとで、楽し

く有意義な研究生活を送ることができました。

　令和2年4月からは山梨県地域医療支援センター

に所属し、副センター長として、山梨の医師不足・地

域偏在対策、県医師修学資金貸与者に対するキャ

リア支援などの活動をさせていただきました。代 の々

センター長、臨床教育部、センターのスタッフ、県医

務課の方 の々ご指導、ご支援のおかげで、産婦人

科業務も継続することができました。

　当院ではこれまでに定年まで働いた女性の臨床医

はおらず、私が初めてとのことです。子育てしながら勤

務を続けるのは、やはり大変でした。今後、育児や

介護をしながら勤務を継続できる環境がより一層整う

ことを期待いたします。これまで、ご指導くださり、温

かく支えてくださった皆様に心より感謝申し上げます。
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退任あいさつ

退任あいさつ

前社会医学講座教授　山縣　然太朗

前看護学科教授　田辺　文憲

「患者さんと共に医学・医療の進歩を担う大学病院」
　私は公衆衛生学、疫

学を専門として、健康

寿命の研究やエコチル

調査で、山梨県民の皆

様には大変お世話にな

りました。無尽等の人

と人とのつながりや高

齢者の社会参加が、山

梨県民の健康寿命日本

一の秘訣である等、多くの研究成果が生ま

れ、山梨県やわが国の健康政策に反映され

ています。皆様方のご協力がなければ得る

ことができなかった成果であり、感謝の気

持ちでいっぱいです。ありがとうございま

した。

　さて、病気のメカニズム解明や創薬には

基礎医学研究が必要ですが、実際の治療効

果を明らかにするには、患者さんのご協力

による臨床研究が不可欠です。当院ではこ

　この度、令和6年3月

31日付で定年退職いた

しました。山梨大学の

皆様には大変お世話に

なりました。

　私は平成5年に福島県

立医科大学から山梨医

科大学微生物学講座に

異動し、5年間助手を務

めました。その後、県立看護短大勤務を経て、

平成14年から山梨医科大学看護学科教授に

着任しました。本学には計27年間お世話に

なりました。

　看護学科の授業では、解剖生理、微生物、

病態生理など多くの分野の講義を担当しま

した。大学院では感染看護学と基礎看護学

を担当し、優秀な修士、博士の大学院生を

輩出しました。Covid-19の感染拡大で、医

療スタッフは大変ご苦労されたと思います。

れまで多くの患者さんにご協力をいただき

ました。

　患者さんに安心して研究にご参加いただ

くためには、前提として研究倫理が重要で

す。本学では国の医学研究倫理指針に基づ

き、倫理審査体制を整えています。審査委

員は、医学・医療、法律学、人文・社会学の

専門家に加えて、一般の立場を代表する方

から構成され、がんの闘病を経験された患

者さんの立場から見た貴重なご意見が審査

に反映されています。

　さらに、昨今、医学研究に研究参加者ご

自身や一般の方が様々な場面で参画し、透

明性のあるより良い医学研究の実施と成果

の社会実装の推進体制を築くことが大切と

され、その実現に向けた取り組みが始まっ

ています。今後も患者さんと共に医学・医療

の進歩を担う当院にご支援、ご協力をお願

いいたします。

私は教育の中で感染制御に力を入れてきま

したが、現場の皆様に少しでも役立てれば

幸いです。

　平成25年から 6年間、看護学科長を担当

させていただきました。当時は、附属病院

看護部と看護学科の連携をさらに強化する

ことが課題となり、当時の看護部長のご尽

力により、教育、研究、実践、地域連携な

どの各部門で、様々な企画を通して連携を

深めることができました。また、山梨大学

看護学会は附属病院看護部の会員が多く、

看護現場の研究を推進することに大きな役

割を担っています。

　本学を巣立った多くの看護職の皆さんが、

当院をはじめ県内外の医療機関・教育機関で

活躍されていることを誇りに思います。

　最後になりましたが、山梨大学の更なる

発展を祈念いたします。
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能登半島地震への当院DMAT派遣について

病院情報管理システムの更新について

山梨大学病院 DMAT 統括医師　森口　武史

医療情報課長　浅川　辰仁

　令和6年1月1日（月）、石川県能登半島地方を

震源とする能登半島地震が発生したことを受け、

厚生労働省および山梨県よりDMAT隊の派遣要

請がありました。

　当院では、翌1月

2日（火）に第1班（医

師2名、看護師2名、

業務調整員1名（薬

剤師））を編成し、

14時頃に当院を出

発、道路状況が悪く約9時間をかけ公立能登総

合病院の「DMAT参集拠点本部」に到着しました。

翌日早朝から、被災した町立富来病院の「DMAT

活動拠点本部」に

合流し、同病院に

入院している患者

さんの医療支援業

務にあたりました。

　1月4日（木）に

は 第2班（ 医 師2

名、看護師2名、

業務 調 整員2名

（診療放射線技師

１名、薬剤師１

名））を編成、公

立能登総合病院の

「DMAT 参集拠点

本部」に到着し、「DMAT 活動拠点本部」のミーティ

ングに参加、その後第１班と合流し引継ぎが行

われ、第１班は活動を終え帰還となりました。

　2月23日から25日にかけて電子カルテ端末や

サーバ機器の入れ替え作業を行い、病院情報管

理システムが更新されました。電子カルテシステ

ムの更新は大変大きなリスクを伴いますが、新シ

ステムの導入やソフトウェアのバージョンアップの

ためには定期的な更新が必要です。

　システムの停止中および再稼働時における診

療への影響が最小限にとどまるよう、十分に考

慮して作業を行いました。更新直後には小規模

　第2班は「DMAT 活動拠点本部」から、同本部

での病院避難、患者搬送調整業務の指示を受

け、1月7日（日）まで本部任務に就き、後続隊の

筑波大学 DMAT隊に引き継いだ後活動を終了し

帰還となりました。

　その後も厚生労

働省からDMATの

派遣要請があり、

1月8日（月）第3班

（医師2名、看護

師2名、業務調整

員1名（臨床工学技士））を編成、市立輪島病院

内の「病院支援指揮所」で搬送調整、診療支援、

傷病者の集計報告、感染対策に関する業務にあ

たり、1月13日（土）

に後続のDMAT隊

に引き継ぎ、帰還

となりました。

　 更 に 1月23日

（火）に第4班（医

師1名、看護師2名、

業務調整員1名（事務職員）※医師については、

業務の関係で後発医師と1月25日に交代）を編

成、輪島市役所内の「輪島市保健医療福祉調整

本部」にて、本部業務に従事しました。1月28日

（日）後続隊のDMATに引き継ぎ帰還、当院から

の派遣は終了となりました。

　被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上

げるとともに、皆様の生活が一日も早く平穏に復

することをお祈り申し上げます。

なトラブルが発生しま

したが、幸い大きな混

乱は生じることなく再

稼働することができま

した。

　システム更新にあた

りご尽力いただいた皆様に心より感謝申し上げま

すとともに、引き続きご支援賜りますようお願い

申し上げます。

激励の言葉を述べる木内病院長

第1班出動時の様子

第 3班出動時の様子

第 4班活動の様子

第2班出動時の様子
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第1回安全活動コンテスト開催

敷地内薬局の開局について

◇ 5 北病棟

◇ 消化器内科 ◇ 薬剤部

管理課長　萩原　正直

　この度は、このような発表の機会や特別な

賞をいただきありがとうございます。今年度、

5北病棟では「個人の責任ではなく、組織全

体で安全を守るためのルール作り・相談しや

すい風土作り」をベースに安全活動に取り組

みました。事例検討会やポスター作成などの

活動は、病棟スタッフや各科の先生方、認定

看護師など様々な職種の方に協力いただき実

施することができました。今後も組織全体で

　この度は医療安全に対する取り組み

を発表する機会を与えていただきあり

がとうございます。

　インシデン

トの検討会で

は、医療的準

則違反の有無

の確認と、要

因・改善策を

探求する検討

を行うことが望ましいとお話させてい

ただきました。

　働き方改革による時間の制約があり

ますが、今後もしっかりと検討してい

きたいと思います。

　この度、抗がん剤調製室で生じたインシデン

ト事例を基にその原因究明と対策について発表さ

せていただきました。インシデント事例を皆で振

り返ることで、業務の見直しとより良い安全性の

構築ができた機会で

あると捉えています。

激動する情勢の中で

様々な職種において

もタスクシフトが求め

られていると思いま

す。単なる効率化で

はなくヒトとモノの最

大化・最適化により医

療の下支えができれ

ばと考えています。

　かねてより建設中であった敷地内薬局が、

令和5年12月1日にオープンいたしました。

　本事業は、複数の事業者による企画競争の

結果、株式会社アインホールディングスを選

定したものです。

　鉄骨造2階建て、延べ床面積が 478㎡の建

物は、1階に調剤薬局が入居し、2階は看護

師特定行為研修のための研修室、職員用のフ

リースペース等で使用しております。

安全な医療を提供できるよう活動してまいり

ます。

　また、病院正面玄関から薬局入口と立体駐

車場へのカバードウォークを設置し、病院利

用者のサービス向上を図るとともに、看護師

の修学環境整備を

行いました。当院の

理念である「すべて

の患者さんに安心

を」につながるもの

と考えております。

　2月14日、第1回安全活動コンテストが行われ、5北病棟、

消化器内科、薬剤部より、各部門における医療安全に関する

取り組みについて発表していただきました。

発表者

5階北　原有希 看護師

消化器内科　村岡優 助教

薬剤部　菊池良介 薬剤師
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開院40周年記念式典を開催

令和 5年度消防訓練について

総務課長補佐　狩集　広行

防災・災害対策室

　令和5年11月24日（金）に甲府記念日ホテ

ルにおいて、附属病院開院40周年記念式典・

講演会を開催しました。

　当日は、堀岡伸彦文部科学省高等教育局

医学教育課企画官、長田公山梨県副知事、

鈴木昌則山梨県医師会会長の他、大村智特

別栄誉博士、県内選出の国会議員の方々に

ご臨席を賜り、歴代学長、歴代病院長など

本学関係者も含め、約100名が出席しました。

　記念式典では、

木内博之病院長

が、「県内唯一の

大学病院また特定

機能病院として、

山梨県および県内

医療機関とこれま

で以上に連携を密にし、県内医療環境の更

なる充実を目指してまいります。」と式辞を

述べ、中村和彦学長が、「今後、利便性を高

めた施設を計画しており、これまで以上に

地域医療に貢献できる病院づくりを進めて

まいる所存です。」と挨拶しました。

　講演会では、本学

卒業生の河野 浩二 

福島県立医科大学理

事・副学長（消化管

外科学講座主任教

授）から「Academic 

Surgeon を極める」

　令和5年10月11日に消防訓練を実施しました。今

年度は防災センターを火災発生場所として、火災通

報・連絡および非常放送、自衛消防隊による初期

消火、外来患者さんや

来院者・入院患者さん

の避難誘導・救護・警

備等の訓練を行いまし

た。

　また、訓練終了後に

は水消火器を使用しての消火器訓練を消火器業者

と題したご講演をい

ただきました。

　祝賀会では、大

村智博士、中谷真

一衆議院議員、樋

口雄一甲府市長、

望月智中央市長

等から祝辞を賜

り、これまでの病

院の歩みをスライ

ドショーで振り返

り、盛会裡に閉会

しました。

の方にご指導いただき

行いました。万が一に

備え消火器の使用方

法を身につけることで、

各自の防災意識を高め

ることができました。

　今後も様 な々訓練を実施し、より一層の防火・防

災対策および災害発生時の安全確保に取り組んで

まいりますので、皆様のご理解・ご協力をお願いい

たします。

式辞を述べる木内病院長

講演する河野理事・副学長
（福島県立医科大学）

式典の様子

山梨大学医学部附属病院開院 40周年集合写真挨拶を述べる中村学長
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令和 5年度研修医マッチング結果について
臨床教育部長　板倉　淳

　令和5年10月に実施された令和5年度の研修医

マッチングは、令和3年、4年に引き続き33名、マッ

チング率78.6%となり、新設17大学の中では実数

で浜松医大と並んで1位、42国公立大学の中で

は病床数当たりの実数で8位でした。山梨県全体

では昨年より1名減の66名、人口当たりの実数で

は47都道府県中11位という結果でした。昨年5月、

COVID-19の5類移行に伴う行動制限の緩和により、

病院見学を含む学生の動きが活発となり、さらに

は首都圏施設への回帰が顕著となりました。一方

で、首都圏集中の抑止のため進められてきたシー
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R5年国立大学病院618床当たりの研修医数R5年人口81万人当たりの研修医数

618床あたり
のマッチ者数

病床数
大学病院
（施設別）
マッチ者数

病院名都道府県順位

7181394東京医科歯科大学病院東京都1

481,24697東京大学医学部附属病院東京都2

4580058筑波大学附属病院茨城県3

4393465神戸大学医学部附属病院兵庫県4

381,14171京都大学医学部附属病院京都府5

3685049千葉大学医学部附属病院千葉県6

3361333浜松医科大学医学部附属病院静岡県7

336611883333山山梨梨大大学学医医学学部部附附属属病病院院山山梨梨県県8

321,08657大阪大学医学部附属病院大阪府9

3260231旭川医科大学病院北海道10

3160330滋賀医科大学医学部附属病院滋賀県11

3087442長崎大学病院長崎県12

3062830愛媛大学医学部附属病院愛媛県13

271,26755九州大学病院福岡県14

2785337岡山大学病院岡山県15

2260021琉球大学病院沖縄県16

2165322鹿児島大学病院鹿児島県17

2063721山形大学医学部附属病院山形県18

1974223広島大学病院広島県19

1861818大分大学医学部附属病院大分県20

1883024金沢大学附属病院石川県21

1863218宮崎大学医学部附属病院宮崎県22

1761217富山大学附属病院富山県23

1761317香川大学医学部附属病院香川県24

1694425北海道大学病院北海道25

1560415佐賀大学医学部附属病院佐賀県26

1561315高知大学医学部附属病院高知県27

1384518熊本大学病院熊本県28

1382717新潟大学医歯学総合病院新潟県29

1271714信州大学医学部附属病院長野県30

1268513三重大学医学部附属病院三重県31

1060010島根大学医学部附属病院島根県32

86008福井大学医学部附属病院福井県33

76147岐阜大学医学部附属病院岐阜県34

66977鳥取大学医学部附属病院鳥取県35

56926徳島大学病院徳島県36

51,0809名古屋大学医学部附属病院愛知県37

57316群馬大学医学部附属病院群馬県38

57566山口大学医学部附属病院山口県39

46154秋田大学医学部附属病院秋田県40

41,1607東北大学病院宮城県41

16441弘前大学医学部附属病院青森県42

８１万人あたりマッチ
者数

マッチ者数都道府県

8190和歌山県1

80252京都府2

78126奈良県3

74171岡山県4

711,224東京都5

70111長崎県6

70127沖縄県7

6956島根県8

6995石川県9

6756高知県10

66776666山山梨梨県県11

65113滋賀県12

64282静岡県13

61407兵庫県14

60382福岡県1155

6075富山県16

60128三重県17

59459千葉県18

59636大阪府19

59165宮城県20

5875山形県21

58538愛知県22

5785青森県23

57647神奈川県24

56133栃木県25

5554佐賀県26

5487愛媛県27

5436鳥取県28

53127岐阜県29

53335北海道30

53185茨城県31

50171広島県32

50110福島県33

49123長野県34

4855秋田県35

4791鹿児島県36

47100熊本県37

4566岩手県38

4552香川県39

45406埼玉県40

45119新潟県41

44105群馬県42

4472山口県43

4337徳島県44

4138福井県45

3953大分県46

3647宮崎県47
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「令和 5年度医学教育等関係業務功労者」の表彰

令和 5年度医学部離任式

検査部 副臨床検査技師長　内田　幹

放射線技術部 副診療放射線技師長　舘田　良仁

　この度は「令和5年度医学教育等

関係業務功労者表彰」をいただき、

誠にありがとうございました。表

彰式が終わって今思うことは、こ

の栄誉は決して私だけの成果では

ないということです。これまで私

を指導し、時には叱咤激励をいた

だいた先生方や先輩方と私を支え

てくれた同僚や多職種の皆様のお

　この度は「令和5年度医学教育等

関係業務功労者表彰」において選

出いただき、心より感謝申し上げ

ます。

　平成元年から診療放射線技師業

務に従事してまいりましたが、そ

の間、多くの先生方や同僚の皆様

に支えられ、励まされ育てていた

だきました。このような素晴らし

い賞を受賞できたのは、私を支え

てくださった皆様のおかげです。

　令和5年12月15日、文部科学省において令和5年度医学教育等関係業務功労者表彰式が行われ、

内田幹検査部副臨床検査技師長と舘田良仁放射線技術部副診療放射線技師長が表彰されました。

　去る令和6年3月29日、退職される方の離

任式が挙行されました。

　初めに、齊藤医学域総務課長から退職され

る方の紹介があり、小泉医学域長・医学部長

および木内病院長から永年の功労に対し感謝

の言葉が述べられました。

　続いて退職者お一人おひとりから挨拶をい

ただきました。式の最後には、在職職員から

花束が贈呈され、盛大な拍手でお送りいたし

ました。

かげであると実感しております。

今後も多くの方々との絆、人間

ネットワークを学内外問わず大

切にし、引き続き仕事に邁進し

てまいります。

　皆様には、これからも格別な

ご厚情、ご支援を賜りますよう

謹んでお願い申し上げます。

　今後も引き続き、患者さんの

健康と安全に貢献できるよう、

精一杯努力してまいります。ま

た、現在までの経験を生かして

後進の指導にも尽力していく所

存です。

　改めて、心から感謝申し上げ

ます。変わらぬご指導ご鞭撻の

ほどどうぞよろしくお願いいた

します。

左から、村松看護部長、大森山梨県地域医療支援センター
病院教授、木内病院長、小泉医学域長・医学部長、山縣
社会医学講座教授、田辺看護学科教授、秋山総合医科学
センター教授

＜受賞者コメント＞
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令和 6年 5月 1日現在

中央診療部門等

看護部

医学域事務部

病院長・副病院長・病院長補佐・病院長特別補佐

令和 6年度新部門長等一覧

病院長

副病院長 病院長補佐 病院長特別補佐
労務管理・
保険診療・
病床管理

安全管理 再整備 臨床研究・ 
放射線・栄養

看護・ 
患者サービス 総務 臨床研修・ 

癌診療 救命救急 感染 感染対策 病院経営 
改善

木内　博之 波呂　浩孝 川村　龍吉 中島　博之 市川　大輔 杉田　俊江 石原　昭 桐戸　敬太 佐藤　明 副島　研造 塩島　正弘 森　琢磨

部門名 部長等 副部長等

検査部 井上　克枝 髙野　勝弘
風間　文智

手術部 石山　忠彦 矢崎　正浩
放射線治療部 大西　洋 小宮山　貴史
放射線診断部 森阪　裕之 荒木　拓次

放射線技術部 相川　良人 池川　博昭
舘田　良仁

材料部 櫻井　大樹
輸血細胞治療部 井上　克枝 髙野　勝弘
救急部 森口　武史
集中治療部 森口　武史 後藤　順子
新生児集中治療部 犬飼　岳史 小鹿　学
病理部 近藤　哲夫 望月　邦夫
分娩部 奥田　靖彦
リハビリテーション部 波呂　浩孝 八木野　孝義

血液浄化療法部 中島　歩
後藤　順子
髙橋　和也
澤田　智史

光学医療診療部 高野　伸一 小林　祥司
総合診療部 針井　則一
臨床研究連携推進部 望月　修一
臨床工学部 中島　博之 望月　仁

部門名 部長等 副部長等
感染制御部 井上　修

薬剤部 鈴木　貴明 橘田　文彦
小林　みわ子

総合支援部 波呂　浩孝
三井　貴彦
市川　二郎
北井　朋美

　業務支援センター 三井　貴彦
　医療福祉支援センター 三井　貴彦 市川　二郎
　入退院支援センター 市川　二郎
臨床教育部 板倉　淳
　臨床研修センター 矢ヶ崎　英晃
　専門医キャリア支援センター 土屋　恭一郎 橋本　幸治
　臨床実習センター 川端　健一
　特定行為研修センター 波呂　浩孝

　シミュレーションセンター 板倉　淳
川端　健一

矢ヶ崎　英晃
蓮沼　知津子

　医療スタッフ研修センター 川井田　博充 三平　まゆみ
山梨県地域医療支援センター 土屋　恭一郎 橋本　幸治
東部地域医療教育センター 榎本　信幸 山口　達也
初期救急医療センター 森口　武史 R6.5.15 ～

部門名 部長等 副部長等
医療チームセンター 飯嶋　哲也
生殖医療センター 吉野　修
肝疾患センター 前川　伸哉
口腔インプラント治療センター 上木　耕一郎
遺伝子疾患診療センター 石黒　浩毅 矢ケ崎　英晃
循環器救急センター 佐藤　明 中島　博之

リウマチ膠原病センター 波呂　浩孝 川村　龍吉
中込　大樹

アレルギーセンター 櫻井　大樹
中尾　篤人
三井　広

松岡　伴和
IVRセンター 荒木　拓次 岡田　大樹
てんかんセンター 加賀　佳美 佐野　史和
産前産後ウェルビーイングセンター 石黒　浩毅 奥田　靖彦

脊椎脊髄センター 波呂　浩孝 大場　哲郎
八木　貴

がんセンター 市川　大輔 桐戸　敬太
子宮内膜症ケアセンター 吉野　修 松原　寛知
病院経営管理部 小林　美亜
栄養管理部 土屋　恭一郎
医療情報部 森口　武史 小林　美亜
医療の質・安全管理部 荒神　裕之 青木　真里

部門名 看護師長 副看護師長

ICU 病棟 鈴木　聖美 　渡邉　裕美、小倉　幸子、近藤　健、
　中柄　創和、坂本　友紀

NICU 病棟 萩原　千代子 　清水　陽子、山本　明奈
GCU 病棟 寺島　由美子 　杉本　美貴、中込　美幸

２階西病棟 茶谷　直子 　三枝　栄江、深沢　泉、
　茂手木　智美

３階西病棟 金丸　紀子 　辻　稔、長田　和子、木村　慶太

４階西病棟 伊藤　由香 　青柳　恵子、山本　瑠実、
　田草　裕美子

５階西病棟 山本　秀美 　大村　希依、橋本　佳奈子、
　川口　優里奈、土屋　公二

６階西病棟 牧野　基美 　後藤　詩乃歩、小林　可奈子、
　石坪　真佑見

７階西病棟 内田　純子 　八巻　真美、松岡　都、庭山　梢

４階南病棟 櫻本　かおり 　伊藤　祥子、望月　沙織、
　上原　良江

５階南病棟 髙橋　里香 　清水　美紀、神宮司　文、
　渡邉　祐将、日向　恵

６階南病棟 穴水　美和 　青木　絵梨子、小池　美和、
　松田　旬美

７階南病棟

４階北病棟 長澤　良美 　河村　早紀、望月　文香、
　手塚　浩美

５階北病棟 田邉　玲子 　望月　あゆみ、石川　恵理、
　山中　浩代

６階北病棟 河西　典子 　髙橋　真貴、市川　さやか、
　飯嶋　彩子、長澤　美佐子

７階北病棟 金子　春美 　秋山　友梨、浅野　ともみ、
　織田　茉莉恵、相川　真弓

 管理師長 谷戸　るみ 　R6.10 ～

部門名 看護師長 副看護師長
医療の質・安全管理部 青木　真里 　大久保　香織、東雲　由希
感染制御部 　入倉　悠、野澤　ゆい
がんセンター 
がん相談 
通院・腫瘍センター・放射線部

大芝　まゆみ 　青栁　しづか

医療チームセンター 金丸　明美
武田　陽子 　堀井　悠

医療情報・診療報酬 山本　智子
治験担当 永田　明子
教育担当 竹田　礼子 　齊藤　渚、土橋　怜奈、保坂　美佳
臨床教育部 
研修・実習担当 
シミュレーションセンター

蓮沼　知津子

臨床教育部 
特定行為研修センター 三平　まゆみ

総合支援部 
入院支援センター 
病床管理室

磯野　絵美 　手塚　絵里子、粕山　史穂

総合支援部 
退院支援センター 松土　裕子 　藤原　由理香、弦間　まみ

総合支援部 
働き方支援 大森　ゆかり

総合支援部 
業務改善 窪川　佳世

総合支援部 
医療福祉 岩澤　久美

手術部 矢崎　正浩 　土屋　一枝、溝口　真由美、熊谷　奈美、
　輿水　めぐみ、家﨑　美穂

材料部 渡邉　理映子
ER 
内視鏡・アンギオ・透析 戸栗　宏子 　八代　佳奈枝、佐野　敦史、

　山本　雅弘、大沢　有紀

外来 坂野　雅子
山本　ゆかり

　神田　藍、名取　佐知子、
　溝川　由香里

看護部長 副看護部長
総務担当 診療報酬・人事担当 教育担当 業務・総合支援部担当 質保証担当

杉田　俊江 大門　恵美 北井　朋美 杉山　千里 小泉　夫美子 伊藤　雅美

事務部長 課・室名 課・室長 補佐・専門員 課・室名 課・室長 補佐・専門員

石原　昭

総務課 笠井　秀二 狩集　広行、山中　章平、武井　幸子 医療支援課 根本　栄一 仙洞田　潤、渡邊　佐和子、荻野　僚
臨床教育支援室 大内　寿子 医療スタッフ支援室 早川　弘美
学務課 平　洋子 加賀美　知美 病院経営企画課 京嶌　信昌 阿部　勉
管理課 萩原　正直 渡辺　徹、山本　明美、海老名　庸 医療情報課 浅川　辰仁
医事課 井上　心 小林　静 医療情報企画室 山本　洋一
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小泉　夫美子


